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昭和サイエンスの振動制御・制音テクノロジー 　～振動・音を制御し快適な環境を創造する～

音は、空気伝搬音・固体伝搬音として媒体を伝わります。
音を制御するには、伝搬状況に応じて最適な手法を適用します。

振動源と振動を伝搬する固
体の間に振動を減衰する性
質を有する素材を配置し振
動を絶縁します。

音を吸収する性質を有する
材料を配置し音を吸収します。

振動が伝搬する固体の振動を
抑制する性質を有する素材を
配置し振動を低減します。

音の通り道に減衰性のある材
料を配置し音を低減します。遮音 吸音

制振 防振

空気伝搬音

スタジオやコンサートホールなど快適な音場
を作り出すために当社の制音テクノロジーが
お役にたちます。

構造体を伝搬する固体伝搬・空気伝搬音をシャ
ットダウンし、快適空間を提供します。

適応製品 ●低周波吸音材
●防振ゴム
●制振材 など

適応製品 ●低周波吸音材
●防振ゴム
●MAFF工法（新型浮床工法） など

適応製品 ●ELショウマウント
●スプリングショウマウント
●制振材
●低周波吸音材 など

適応製品 ●低周波吸音材
●防振材
●防振ゴム
●ラダーマクラギ防音システム など

適応製品 ●低周波吸音材
●制振材、遮音材
●防振ゴム

適応製品 ●低周波吸音材
●制振材
●遮音材
●防振ゴム

クリーンルームで使用される半導体製造検査
装置の精度や歩留まりに当社の制音テクノロ
ジーがお役にたちます。

変圧器・コンプレッサ・ディーゼルエンジン等の
産業機器の騒音を低減します。

音・振動を低減することで列車及び駅空間の
快適性向上に貢献します。

入院・外来の患者さんに優しい病院内環境実
現に当社の制音テクノロジーがお役にたち
ます。

制 音 化
固体伝搬音

音響 建築 ナノテク機器

産業機器 鉄道輸送 医療機器

トピックス商品群 社会情勢

歴史・変遷

1936年

1947年

1960年

1965年

1970年

1980年

1990年

2000年

○NHKテレビ放送開始（1953年）●防振ゴム製造・販売開始（1947年） ●重電・家電用防振ゴム台納入　
●スタジオ・ホール用防振ゴム台
　納入：大阪産経ホール、名鉄ホール

●現東芝を母体として昭和電線電䌫（株）を川崎に設立

○岩戸景気（1960年）
○東京オリンピック開催（1964年）
○新潟大地震（1964年）
○東海道新幹線開通（1964年）

○国内において半導体製造の幕開け
○振動・騒音公害問題がクローズアップ

○霞ヶ関ビルを初めとする
　高層ビルの幕開け（1968年）

○東北新幹線大宮・盛岡開業（1982年）
○中央自動車道が全面開通（1982年）

○免震構造協会の設立（1993年）
○阪神・淡路大震災発生（1995年）
　免震建屋の需要急増

○都市部に大型建設物の建設ラッシュ
○鳥取県西部地震発生（2000年）　
○シネマコンプレックスブーム
○新潟県中越地震（2004年）
○宮城県沖地震（2005年）
○リーマンショック(2008年)

●米国バリー社と技術提携（1960年）

●建築用防振ゴム納入増大

●防衛庁に制振材納入開始（1965年）

●空気バネ式精密除振台開発（1969年）

●半導体製造・検査用精密除振台の需要急増

●エスカレータ用ゴム手すりの開発開始

●免制震部材納入開始

●二次元床免震装置
　日本品質保証機構（JQA）の適合証取得

●JR総研とフローティングラダー軌道用
　防振装置の共同開発開始

●鉄道高架下の有効利用の為
　新システム用防振装置の開発

●低周波吸音材の開発
●N700系新幹線用防振ゴム納入開始
●新ＳＯＬＡＳ条約対応制振材納入開始
●高性能制振材（ショウダンプＲＺ）の納入開始

●ELショウマウントの商品化で一般産業機械用防振の幕開け

●弾性すべり支承の初納入（2000年）
●住宅用仕口ダンパーの納入開始

●ラダー軌道用防振装置私鉄2社に納入（2002年）

●高架下ホテル用に大型防振ゴムを納入（2003年）

●持株会社制への移行に伴い（2006年）
　昭和電線デバイステクノロジー株式会社に当事業を継承　
●QUIESCENTブランドで制音テクノロジー事業化

●ホテルニューオータニに空調機器用防振ゴム大量納入 
●NHK放送センターに無響室用の防振ゴム納入

2010年 ○東日本大震災(2011年)
○GDP中国に抜かれ3位へ
○新東名高速道路一部開通

●鋼鉄橋用制振材の納入開始
●クワイセントパネルの商品化、納入開始

●ポール用制振装置１０００基納入
●免震アイソレータ出荷数量20000体記録

2017年 ●昭和電線ケーブルシステム株式会社に事業統合

2021年 ●昭和電線ケーブルシステム株式会社の防振事業を事業統合

●戸建住宅用免震装置の三次元実験（建築研究所）に参加

●照明柱に初採用される

●天龍寺の耐震改修に粘弾性ダンパー採用される（1997年）

●奥村組筑波研究所建屋に日本初の免震アイソレータ納入（1986）

●東北新幹線の高架下駅舎部に大量の防振装置納入

●LSI製造装置（ステッパー）にアクティブ除振台採用される

●アクロス福岡、東京国際フォーラム等に納入

●住宅免震装置開発開始

●ポール用制振装置の開発開始

●粘弾性ダンパーの開発開始

●建築ビル用免震アイソレータの
　研究・開発開始

●新幹線駅舎用防振装置の開発・納入

●半導体製造装置用、国産第1号機
　アクティブ除振台納入

●大規模ホール建築、連壁防振対策の増加

●LSI製造用（ステッパー）精密除振台1号機を納入　
●大型動的ホログラフィ用除振システムをトヨタ自動車等に納入

●東芝にエスカレータ用ゴム手すり納入開始（1971年）

●精密除振台販売会社昭和サイエンス設立

●霞ヶ関ビル、KDD等に空調機器用防振ゴム大量納入

●国産第1号空気バネシステムをNTT武蔵野通研納入

●大型除振工事受注 ●光学研究協同組合に光学実験用除振台納入
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音と振動の問題でお困りではありませんか？
昭和電線の制音テクノロジーは、より快適な環境作りに貢献いたします。

ショウダンプ® RZ型 ショウダンプ® R型

制振・遮音
免震アイソレータ

弾性すべり支承

免 震＊

ELショウマウント® スプリングショウマウント®

RESI-CUBE® 

防振アジャスター

ストッパ付防振ゴム 吊り型防振ゴム ウルトラパッド

防 振

ショウダンプ® ＮＨ型

角型防振ゴム

ラダーマクラギ用防振装置

＊製造先： SWCC株式会社

丸型防振ゴムニューマクッションNPC連壁用防振ゴム

昭和サイエンスの振動制御・制音テクノロジー 　～振動・音を制御し快適な環境を創造する～
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製品仕様

ショウダンプ® NH型ショウダンプ® R-1型

制振・遮音材（ショウダンプ®）…鋼板などの表面に塗布または貼り付け、効率よく振動、騒音を低減。

■製品一覧表

高性能ショウダンプ® RZ型

標準寸法
mm

区　分 製品名 主材料 接着方法 規格取得履歴

塗布型製品

シート型製品

ショウダンプ® NH-1

ショウダンプ® NH-5

ショウダンプ® R-1

エポキシ系樹脂（二液性）

合成ゴム系

接着

接着

接着

自己粘着

感圧式接着処理品

国土交通省（JG）
旧「難燃性表面床張り材」
東海検第55号

国土交通省（ＪＧ）
表面燃焼性試験
(FTP code Part5）
表面仕上材(一次甲板床張り材）
型式承認番号　第F-605号
表面仕上材(上張り材）
型式承認番号　第F-606号

日本海事協会（ＮＫ）
難燃性上張り材　 15FPA11CV
一次甲板上張り材 15FPA12DC

─810×970×t3

ショウダンプ® 
RZ-1410 アルミ箔付き合成ゴム 鉄道車両用材料燃焼

試験不燃取得品1,000×600×t1.5

グラスフェルト 幅1m×9m×3mm

エポキシ系樹脂（二液性）

塗布型製品
（防火対応）

制振・遮音デバイスのラインナップ

ショウダンプはSWCC株式会社の登録商標です。

主剤 　　10kg缶入
硬化剤　  5kg缶入

主剤 　　10kg缶入
硬化剤　  5kg缶入

制振特性 遮音特性

■特性

1.37
60
7.84
85
1.67

2.25
40
9.8
90
1.67

2.16
37
8.82
90
1.67

引張強さ
伸び
引き裂き
硬度
比重

MPa
％
N/mm
─
─

項　目 オリジナル 熱老化後
70℃×168hr

水浸漬後
70℃×168hr

ショウダンプ® RZ-1410型
鉄道車両用材料燃焼試験（車材燃試）に合格する
制振材です。片面アルミ箔の拘束型制振材で薄
板の振動、騒音を抑制するのに適しています。

ショウダンプ® R-1型
薄板材の振動、騒音を抑制するのに適していま
す。片面に接着剤が塗布してあるので、離型紙を
剥がして簡単に基材に貼り付けられます。

特性

0.13
1.68
2.73

0.15
1.68
2.73

せん断接着力
比重（ゴム部）
比重（アルミ箔）

MPa
─
─

項　目 オリジナル 熱老化後
70℃×168hr

制振特性 遮音特性

160100
10

20

30

40

50

250 400 630 1000 1600 2500 4000
200120 315 500 800 1250 2000 3150 5000

1/3オクターブバンド中心周波数[Hz]

音
響
透
過
損
失（
dB
）

SPCC鋼板2.3mm単体
SPCC鋼板2.3mm＋R-1（3mm）

50 100 500200 1,000

0.005

0.01

0.025

0.05

0.1

周波数[Hz]

温度 23℃

損
失
係
数

厚さ比 2
厚さ比 1

厚さ比 2
厚さ比 1

160100
10

20

30

40

50

100 200 1000
0.1

0.20

0.40

1

250 400 630 1000 1600 2500 4000
200120 315 500 800 1250 2000 3150 5000

1/3オクターブバンド中心周波数[Hz]周波数[Hz]

温度 20℃

音
響
透
過
損
失（
dB
）

損
失
係
数

アルミ板2.0mm単体
アルミ板2.0ｍｍ+RZ-1410
SPCC鋼板1.6mm単体
SPCC鋼板1.6mm+RZ-1410

■製品の性能について

製品仕様

低発塵タイプ低周波吸音材

残響室法吸音率

■製品一覧表

吸音デバイスのラインナップ

低周波吸音材…低周波領域における高い吸音特性を実現。

■製品の区分と性能について

低周波帯域型
特定の低周波帯域の騒音を集中的に吸音します。
グラスウール(GW)を重ねることにより、より低周波側に移動します。

残響室法吸音率

広帯域型
低周波から高周波まで広い帯域の騒音を吸音します。
グラスウール(GW)を重ねることにより、より低周波側に移動します。

低周波吸音材（広帯域型）

* GW： グラスウール 32K

建築基準法「不燃材料」の国土交通大臣認定取得　〈認定番号〉 V型 ： NM-4118

605×  910×25

910×1820×25

605×  910×50

910×1820×50

910×1000×25

910×1000×50

100

60

F25V

25F25V

R25

25R25

低周波帯域型

広帯域型

低周波帯域型

広帯域型

V型

R型

型式 型　番 構　成
（音源側から）

区　分 寸　法

mm

耐熱温度

℃

名称
（主な用途）

F25V（単体）

GW*25ｔ＋F25V

R25（単体）

ウレタン25ｔ＋R25

低周波吸音材
（建築・機械設備）
※「不燃材料」認定品

低発塵タイプ低周波吸音材
（鉄道・車両・ナノテク機器）

1/3オクターブバンド周波数[Hz]

吸
音
率
[－
]

40002000100050025012563
0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

1.2

F25V+GW25t 
F25V+GW25t×3枚

F25V

（財）小林理学研究所測定値

1/3オクターブバンド周波数[Hz]

吸
音
率
[－
]

40002000100050025012563
0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

1.2

25F25V 
25F25V+GW25t×2枚

（財）小林理学研究所測定値

低周波吸音材（低周波帯域型）

参考： 旧製品との性能比較

1/3オクターブバンド周波数[Hz]

吸
音
率
[－
]

40002000100050025012563
0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

1.2

旧製品（F25）
F25V 

（財）小林理学研究所測定値

参考： グラスウールとの比較

1/3オクターブバンド周波数[Hz]

吸
音
率
[－
]

40002000100050025012563
0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

1.2

グラスウール 32K 50mm
25F25V(GW25t+F25V)

グラスウール 32K 25mm
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製品仕様

ショウダンプ® NH型ショウダンプ® R-1型

制振・遮音材（ショウダンプ®）…鋼板などの表面に塗布または貼り付け、効率よく振動、騒音を低減。

■製品一覧表

高性能ショウダンプ® RZ型

標準寸法
mm

区　分 製品名 主材料 接着方法 規格取得履歴

塗布型製品

シート型製品

ショウダンプ® NH-1

ショウダンプ® NH-5

ショウダンプ® R-1

エポキシ系樹脂（二液性）

合成ゴム系

接着

接着

接着

自己粘着

感圧式接着処理品

国土交通省（JG）
旧「難燃性表面床張り材」
東海検第55号

国土交通省（ＪＧ）
表面燃焼性試験
(FTP code Part5）
表面仕上材(一次甲板床張り材）
型式承認番号　第F-605号
表面仕上材(上張り材）
型式承認番号　第F-606号

日本海事協会（ＮＫ）
難燃性上張り材　 15FPA11CV
一次甲板上張り材 15FPA12DC

─810×970×t3

ショウダンプ® 
RZ-1410 アルミ箔付き合成ゴム 鉄道車両用材料燃焼

試験不燃取得品1,000×600×t1.5

グラスフェルト 幅1m×9m×3mm

エポキシ系樹脂（二液性）

塗布型製品
（防火対応）

制振・遮音デバイスのラインナップ

ショウダンプはSWCC株式会社の登録商標です。

主剤 　　10kg缶入
硬化剤　  5kg缶入

主剤 　　10kg缶入
硬化剤　  5kg缶入

制振特性 遮音特性

■特性

1.37
60
7.84
85
1.67

2.25
40
9.8
90
1.67

2.16
37
8.82
90
1.67

引張強さ
伸び
引き裂き
硬度
比重

MPa
％
N/mm
─
─

項　目 オリジナル 熱老化後
70℃×168hr

水浸漬後
70℃×168hr

ショウダンプ® RZ-1410型
鉄道車両用材料燃焼試験（車材燃試）に合格する
制振材です。片面アルミ箔の拘束型制振材で薄
板の振動、騒音を抑制するのに適しています。

ショウダンプ® R-1型
薄板材の振動、騒音を抑制するのに適していま
す。片面に接着剤が塗布してあるので、離型紙を
剥がして簡単に基材に貼り付けられます。

特性

0.13
1.68
2.73

0.15
1.68
2.73

せん断接着力
比重（ゴム部）
比重（アルミ箔）

MPa
─
─

項　目 オリジナル 熱老化後
70℃×168hr

制振特性 遮音特性

160100
10

20

30

40

50

250 400 630 1000 1600 2500 4000
200120 315 500 800 1250 2000 3150 5000

1/3オクターブバンド中心周波数[Hz]

音
響
透
過
損
失（
dB
）

SPCC鋼板2.3mm単体
SPCC鋼板2.3mm＋R-1（3mm）

50 100 500200 1,000

0.005

0.01

0.025

0.05

0.1

周波数[Hz]

温度 23℃

損
失
係
数

厚さ比 2
厚さ比 1

厚さ比 2
厚さ比 1

160100
10

20

30

40

50

100 200 1000
0.1

0.20

0.40

1

250 400 630 1000 1600 2500 4000
200120 315 500 800 1250 2000 3150 5000

1/3オクターブバンド中心周波数[Hz]周波数[Hz]

温度 20℃

音
響
透
過
損
失（
dB
）

損
失
係
数

アルミ板2.0mm単体
アルミ板2.0ｍｍ+RZ-1410
SPCC鋼板1.6mm単体
SPCC鋼板1.6mm+RZ-1410

■製品の性能について

製品仕様

低発塵タイプ低周波吸音材

残響室法吸音率

■製品一覧表

吸音デバイスのラインナップ

低周波吸音材…低周波領域における高い吸音特性を実現。

■製品の区分と性能について

低周波帯域型
特定の低周波帯域の騒音を集中的に吸音します。
グラスウール(GW)を重ねることにより、より低周波側に移動します。

残響室法吸音率

広帯域型
低周波から高周波まで広い帯域の騒音を吸音します。
グラスウール(GW)を重ねることにより、より低周波側に移動します。

低周波吸音材（広帯域型）

* GW： グラスウール 32K

建築基準法「不燃材料」の国土交通大臣認定取得　〈認定番号〉 V型 ： NM-4118

605×  910×25

910×1820×25

605×  910×50

910×1820×50

910×1000×25

910×1000×50

100

60

F25V

25F25V

R25

25R25

低周波帯域型

広帯域型

低周波帯域型

広帯域型

V型

R型

型式 型　番 構　成
（音源側から）

区　分 寸　法

mm

耐熱温度

℃

名称
（主な用途）

F25V（単体）

GW*25ｔ＋F25V

R25（単体）

ウレタン25ｔ＋R25

低周波吸音材
（建築・機械設備）
※「不燃材料」認定品

低発塵タイプ低周波吸音材
（鉄道・車両・ナノテク機器）

1/3オクターブバンド周波数[Hz]

吸
音
率
[－
]

40002000100050025012563
0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

1.2

F25V+GW25t 
F25V+GW25t×3枚

F25V

（財）小林理学研究所測定値

1/3オクターブバンド周波数[Hz]

吸
音
率
[－
]

40002000100050025012563
0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

1.2

25F25V 
25F25V+GW25t×2枚

（財）小林理学研究所測定値

低周波吸音材（低周波帯域型）

参考： 旧製品との性能比較

1/3オクターブバンド周波数[Hz]

吸
音
率
[－
]

40002000100050025012563
0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

1.2

旧製品（F25）
F25V 

（財）小林理学研究所測定値

参考： グラスウールとの比較

1/3オクターブバンド周波数[Hz]

吸
音
率
[－
]

40002000100050025012563
0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

1.2

グラスウール 32K 50mm
25F25V(GW25t+F25V)

グラスウール 32K 25mm
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密閉式空気ばねNPC（ニューマクッション）
• 密閉型空気ばね式のため、ハンドポンプなどでの空気供給が可能

防振デバイスのラインナップ

固体伝搬音の防止に威力を発揮。

ELショウマウント®

RESI-CUBE®

・ 本商品のみで荷重を受けるため、変形を予測することができます。
・ 「準構造天井※1」の遮音対策に有効です。
・ 水平震度2.2Gの耐震性を有しています。

特性表

特性表

特性/寸法表

スプリングショウマウントはSWCC株式会社の登録商標です。

ELショウマウントはSWCC株式会社の登録商標です。

• 機械を床上に簡単設置
・ 基礎にアンカーボルトで固定することなく、工場床上に機械を簡単に設置できます。
・ 簡単に機械のレイアウト変更をすることができます。

• 機械の歩き出しを抑制
・ 床面に吸着するため、機械の歩き出しを抑制することができます。

• 機械振動伝達の防止
・ 機械から床への振動伝達防止と衝撃の緩衝に役立ちます。

• レベル調整が容易
・ 設置後にレベリングボルトを締め込むだけで、容易にレベル調整が可能です。

・ 工作機械全般
・ プレス機
・ 射出成型機
・ 変圧器

・ 電磁加振器  ・ コンプレッサー  ・ 冷凍機  ・ トランス  ・ 射出成型  ・ 振動試験機  ・ 発電機

用  途

型　番

RESI-035
RESI-050
RESI-065
RESI-080

0～1mm時※6 1～3mm時※6 鉛直※4 水平

406 
714 

1,187 
2,064 

鉛直剛性
N/mm

動的

254 
446 
742 

1,290 

静的

水平剛性※5

N/mm
設計耐力
kN

新型浮床工法（ＭＡＦＦ工法）
• 防振ゴム設置・スラブ打ち・床浮上の簡単施工です。
• 固有振動数が低く、防振性能に優れています。
• 浮床コンクリート養生後、レベリングボルトにて浮上させレベル
  出しを行います。

圧縮方向

570

1430

2150

3720

680

1720

2580

4460

型　式

ELF-120-KS

ELF-160-53h-KS

ELF-160-KS

ELF-190-KS

静的ばね定数
N/mm

動的ばね定数
N/mm

3920

9310

9310

19600

許容荷重
N

寸　法
mm

120

160

160

190

88

113

113

142

43

53

43

54

M12

M18

M18

M24 P1.5

25

25

25

25

D1 D2 H d 最大レベル
調整量L1

90

90

90

110

レベリング
ボルト長さ
L

62.8

70   

70   

80   

特性/寸法表

（MAFF工法による新型浮床の構造）

吊り型防振ゴム
用  途

用  途

・ホール、防音室などの天井支持
・送風機のダクト、ポンプ排水管の
  吊り下げ支持

用  途

建築音響関連…
コンサートホール、音楽スタジオ、
試写室、フィットネススタジオ
機械関連………
電気設備室（変圧器）、空調機械室、
立体駐車場

MSF型

• 防振ゴムとハンガーが一体に組み立てられているので取扱
いが便利です。

• 防振効果が優れています。固有振動数（許容荷重×0.5～0.8
支承時）は、シングル型で10～13Hz、ダブル型で7～9Hzです。

H

レベリングボルト
ロックナット
平座金

上金具

中金具

下金具
ゴム

φD1
φD2

ナットスパナ＊

d

φD1
φD2

d

H
L1

ナットスパナ＊

L

＊本体2ヶにつきナット・平座金各2ヶ
  ナットスパナは1ヶ付属されます。

（天井吊り部防振例）

ダブルタイプシングルタイプ

天井部

MSF型防振ゴム

建物躯体

軟

圧縮方向 圧縮方向 圧縮方向
型 式 A E HC 寸　法
方 向

EL-120

EL-160

EL-190

EL-230

静的ばね
定数
N/mm

動的ばね
定数
N/mm

許容荷重

N

静的ばね
定数
N/mm

動的ばね
定数
N/mm

許容荷重

N

静的ばね
定数
N/mm

動的ばね
定数
N/mm

許容荷重

N

D1

mm

D2

mm

H

mm

d

120

160

190

230

88

113

142

198

43

43

54

57

M12

M18

M24P1.5

M24P1.5

11800

28000

39000

49000

21600

51000

47000

55000

13400

32000

29000

34000

9300

19600

29000

39000

3700

14100

22000

28200

2400

8800

13700

17700

3900

9300

19600

29000

860

2900

4100

5200

790

2700

3700

4700

※せん断方向のばね定数は、静的 ・動的とも上記数値の１／１０になります。

ゴム硬さ 硬

代表例

音楽ホール天井
　最大積載量に
　対して2.2G

用  途

22
22
22
22

1.6
2.9
5.7
9.9

7,500
7,500
7,500
7,500

2,500
2,500
2,500
2,500

Ａ
Ｂ

ＡＢ

（３
６） ４－Ｊ

Ｈ

F E
（
浮
上
時
）

G

ゴムシート t1下金具

上金具
空気室

補強リングＤ

Ｃ
ゴム

※1 天井等の非構造材の落下に対する安全対策指針・同解説　
※2 特定天井の要件に該当しない天井とするためには、建築主事または確認審査機関による承認が必要です。
※4 鉛直設計耐力は内部の防振ゴムの設計最大荷重の90%値としています。
※5 水平ストッパーの水平剛性（静的ばね定数）。
※6 RESI-CUBEの水平変位です。

型　番

NPC-200 
NPC-400
NPC-800
NPC-1200
NPC-1600
NPC-3200

A

245
490
980

1,180
1,470
2,940

許容荷重
N

せん断方向 B

1,960
3,920
7,840
11,800
15,700
31,400

圧縮方向

寸法
mm

138
182
260
310
350
480

114
152
216
270
305
406

C

129
173
245
295
338
468

D

60
95
138
160
206
298

E

90
90
90
90
90
90

F

75
75
75
75
75
75

G

6
6
6
6
6
6

I

10
10
15
15
15
20

H

M12深さ15
M12深さ15
M16深さ16
M16深さ16
M16深さ16
M24深さ25

266
318

72
14

12
76
17
4

4×M16

26
6

106

65

M16持ち手（着脱式）

4×M16

188
260

4×φ19

〈矢視A〉

〈矢視A〉

rコンクリート流入防止
　バックアップ材

（p型枠）

w立上り部
　絶縁部材

e剥離材
　(ポリフィルム)

rELF型防振装置

t配筋

yコンクリート打設

rコンクリート流入防止
　パイプ

昭和サイエンスの振動制御・制音テクノロジー 　～振動・音を制御し快適な環境を創造する～
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密閉式空気ばねNPC（ニューマクッション）
• 密閉型空気ばね式のため、ハンドポンプなどでの空気供給が可能

防振デバイスのラインナップ

固体伝搬音の防止に威力を発揮。

ELショウマウント®

RESI-CUBE®

・ 本商品のみで荷重を受けるため、変形を予測することができます。
・ 「準構造天井※1」の遮音対策に有効です。
・ 水平震度2.2Gの耐震性を有しています。

特性表

特性表

特性/寸法表

スプリングショウマウントはSWCC株式会社の登録商標です。

ELショウマウントはSWCC株式会社の登録商標です。

• 機械を床上に簡単設置
・ 基礎にアンカーボルトで固定することなく、工場床上に機械を簡単に設置できます。
・ 簡単に機械のレイアウト変更をすることができます。

• 機械の歩き出しを抑制
・ 床面に吸着するため、機械の歩き出しを抑制することができます。

• 機械振動伝達の防止
・ 機械から床への振動伝達防止と衝撃の緩衝に役立ちます。

• レベル調整が容易
・ 設置後にレベリングボルトを締め込むだけで、容易にレベル調整が可能です。

・ 工作機械全般
・ プレス機
・ 射出成型機
・ 変圧器

・ 電磁加振器  ・ コンプレッサー  ・ 冷凍機  ・ トランス  ・ 射出成型  ・ 振動試験機  ・ 発電機

用  途

型　番

RESI-035
RESI-050
RESI-065
RESI-080

0～1mm時※6 1～3mm時※6 鉛直※4 水平

406 
714 

1,187 
2,064 

鉛直剛性
N/mm

動的

254 
446 
742 

1,290 

静的

水平剛性※5

N/mm
設計耐力
kN

新型浮床工法（ＭＡＦＦ工法）
• 防振ゴム設置・スラブ打ち・床浮上の簡単施工です。
• 固有振動数が低く、防振性能に優れています。
• 浮床コンクリート養生後、レベリングボルトにて浮上させレベル
  出しを行います。

圧縮方向

570

1430

2150

3720

680

1720

2580

4460

型　式

ELF-120-KS

ELF-160-53h-KS

ELF-160-KS

ELF-190-KS

静的ばね定数
N/mm

動的ばね定数
N/mm

3920

9310

9310

19600

許容荷重
N

寸　法
mm

120

160

160

190

88

113

113

142

43

53

43

54

M12

M18

M18

M24 P1.5

25

25

25

25

D1 D2 H d 最大レベル
調整量L1

90

90

90

110

レベリング
ボルト長さ
L

62.8

70   

70   

80   

特性/寸法表

（MAFF工法による新型浮床の構造）

吊り型防振ゴム
用  途

用  途

・ホール、防音室などの天井支持
・送風機のダクト、ポンプ排水管の
  吊り下げ支持

用  途

建築音響関連…
コンサートホール、音楽スタジオ、
試写室、フィットネススタジオ
機械関連………
電気設備室（変圧器）、空調機械室、
立体駐車場

MSF型

• 防振ゴムとハンガーが一体に組み立てられているので取扱
いが便利です。

• 防振効果が優れています。固有振動数（許容荷重×0.5～0.8
支承時）は、シングル型で10～13Hz、ダブル型で7～9Hzです。

H

レベリングボルト
ロックナット
平座金

上金具

中金具

下金具
ゴム

φD1
φD2

ナットスパナ＊

d

φD1
φD2

d

H
L1

ナットスパナ＊

L

＊本体2ヶにつきナット・平座金各2ヶ
  ナットスパナは1ヶ付属されます。

（天井吊り部防振例）

ダブルタイプシングルタイプ

天井部

MSF型防振ゴム

建物躯体

軟

圧縮方向 圧縮方向 圧縮方向
型 式 A E HC 寸　法
方 向

EL-120

EL-160

EL-190

EL-230

静的ばね
定数
N/mm

動的ばね
定数
N/mm

許容荷重

N

静的ばね
定数
N/mm

動的ばね
定数
N/mm

許容荷重

N

静的ばね
定数
N/mm

動的ばね
定数
N/mm

許容荷重

N

D1

mm

D2

mm

H

mm

d

120

160

190

230

88

113

142

198

43

43

54

57

M12

M18

M24P1.5

M24P1.5

11800

28000

39000

49000

21600

51000

47000

55000

13400

32000

29000

34000

9300

19600

29000

39000

3700

14100

22000

28200

2400

8800

13700

17700

3900

9300

19600

29000

860

2900

4100

5200

790

2700

3700

4700

※せん断方向のばね定数は、静的 ・動的とも上記数値の１／１０になります。

ゴム硬さ 硬

代表例

音楽ホール天井
　最大積載量に
　対して2.2G

用  途

22
22
22
22

1.6
2.9
5.7
9.9

7,500
7,500
7,500
7,500

2,500
2,500
2,500
2,500

Ａ
Ｂ

ＡＢ

（３
６） ４－Ｊ

Ｈ

F E
（
浮
上
時
）

G

ゴムシート t1下金具

上金具
空気室

補強リングＤ

Ｃ
ゴム

※1 天井等の非構造材の落下に対する安全対策指針・同解説　
※2 特定天井の要件に該当しない天井とするためには、建築主事または確認審査機関による承認が必要です。
※4 鉛直設計耐力は内部の防振ゴムの設計最大荷重の90%値としています。
※5 水平ストッパーの水平剛性（静的ばね定数）。
※6 RESI-CUBEの水平変位です。

型　番

NPC-200 
NPC-400
NPC-800
NPC-1200
NPC-1600
NPC-3200

A

245
490
980

1,180
1,470
2,940

許容荷重
N

せん断方向 B

1,960
3,920
7,840
11,800
15,700
31,400

圧縮方向

寸法
mm

138
182
260
310
350
480

114
152
216
270
305
406

C

129
173
245
295
338
468

D

60
95
138
160
206
298

E

90
90
90
90
90
90

F

75
75
75
75
75
75

G

6
6
6
6
6
6

I

10
10
15
15
15
20

H

M12深さ15
M12深さ15
M16深さ16
M16深さ16
M16深さ16
M24深さ25

266
318

72
14

12
76
17
4

4×M16

26
6

106

65

M16持ち手（着脱式）

4×M16

188
260

4×φ19

〈矢視A〉

〈矢視A〉

rコンクリート流入防止
　バックアップ材

（p型枠）

w立上り部
　絶縁部材

e剥離材
　(ポリフィルム)

rELF型防振装置

t配筋

yコンクリート打設

rコンクリート流入防止
　パイプ

昭和サイエンスの振動制御・制音テクノロジー 　～振動・音を制御し快適な環境を創造する～

7 8



形状・用途別一覧表

●ボルトとゴムの一体設計
●小～中荷重の支持が可能

丸型防振ゴム
（R型）

角型防振ゴム
（KA、KB、KE、KGH等）

吊り型防振ゴム
（MSF型）

防振ゴム座
（T型）

ウルトラパッド
（UP）

産業機械全般
変圧器、送風機
冷凍機

産業機器全般
建築音響

配管・天井支持
建築音響

産業機械全般

空調機械

●大小種々をラインナップ、中～大荷重まで支持
●多数の金具形状により設置方法で選択可能

●シングル型で約15Hz以上、ダブル型で約10Hz以
上の振動に有効（MSFタイプ）
●ハンガー組込型も用意

●ボルトより伝達する振動を絶縁
●角型（KGHタイプ）と併用

●コイルスプリングをゴムで覆った複合バネ製品
●高周波数の振動絶縁に効果大
●耐候性に優れた合成ゴムを使用

汎用防振ゴム
・ゴムパッド

●耐震強度は鉛直方向0.5G、水平方向1.0Gを確保
●横揺れ防止に対し、有効に働く

三方向防振ゴム
（MAF）

建築音響

●耐震強度は鉛直方向0.5G、水平方向1.0Gを確保
●ストッパカバーにより、耐候性、耐油性に優れ、
　地震等の衝撃に強い

ストッパ付防振ゴム
（US）

産業機械全般
変圧器、送風機
冷凍機

●本商品のみで荷重を受けるため、変形を予測すること
ができます。
●「準構造天井※１」の遮音対策に有効です。
●水平震度2.2Gの耐震性を有しています。

RESI-CUBE®

（RESI）
建築音響

耐震機能付
防振ゴム

商品名（型式） 製品形状 特　長 用　途

●アンカーボルト無しで床上に簡単設置
●設置後にボルトを締め込むだけで容易にレベル調整が可能
●吸着効果により歩き出しが無い

ELショウマウント®

（EL、ELC）
産業機械全般
射出成型機
プレス機

レベリング機構付
防振ゴム

●空気ばねを使用しており、優れた除振効果
●定盤型、デスク型、卓上型を用意

パッシブ型除振台 半導体製造・検査装置
光学実験台
電子顕微鏡

●電子制御により共振現象が無く広帯域で除振可能
●6自由度の振動制御が可能

アクティブ型除振台
（ユニット）

半導体製造・検査装置
光学実験台
電子顕微鏡

精密除振台 商品名（型式） 製品形状 特　長 用　途

ダクト用防振ゴム
（KE1、KE10）

ステッピングモータ用
防振ゴム
（SPM）

ダクト

OA機器、その他

●ダクト間の継ぎ目に設置し、振動を防止
●軟質ゴム使用で、ダクトの偏心吸収にも有効

●代表的な取付ピッチに合わせた各種の製品を用意
●片側2箇所（対角は90°オフセット）止めで、
　取付工数低減。

密閉式空気ばね
ニューマクッション
（NPC）

産業機器
精密機器、その他

●空気ばねと防振ゴムの特長を持ち、防振ゴムより高減
衰で取り扱いが簡易。

特定用途用
防振ゴム

商品名（型式） 製品形状 特　長 用　途

ELショウマウントはSWCC株式会社の登録商標です。

●ナット内蔵により、ボルトをねじ込むだけで簡単に締結が可
●板穴、深穴に締結可能

クワイタイト®

（Q）
OA機器、その他

軽量機器用
防振ゴム

商品名（型式） 製品形状 特　長 用　途

●振動面に直接貼り付け可能
●難燃性タイプも用意

制振・遮音材
ショウダンプ®

（RZ、R-1）

●振動面に直接塗布、高い制振性能を有し、用途により
厚みを変更可能
●国土交通省、日本海事協会認定品

制振・遮音材
（NH型）

制振材 商品名（型式） 製品形状 特　長 用　途

●小型で軽量
●L型、U型ゴム架台受けにより移動が自在
●耐震強度は鉛直方向0.5G、水平方向1.0Gを確保
●サージレス対応のSMT-S型もあります。

スプリングショウマウント®

（SMT）
空調機械
変圧器
発電機

コイルスプリング
防振材

製品形状 特　長 用　途

スプリングショウマウントはSWCC株式会社の登録商標です。

●防振ゴム設置・スラブ打ち・床浮上の簡単施工
●固有振動数が低く、優れた防振性能・遮音性
●浮床コンクリート養生後、レベリングボルトでの簡単浮上
●設置スペース（高さ）が抑えられ、高い天井が実現

MAFF工法防振ゴム
（ELF）

建築音響
立体駐車場
空調機械室
電気設備室

新型浮床工法
(MAFF工法)

船舶
鉄道
建築
産業機械
照明柱

クワタイトはSWCC株式会社の登録商標です。

ショウダンプはSWCC株式会社の登録商標です。

商品名（型式） 製品形状 特　長 用　途

商品名（型式） 製品形状 特　長 用　途

商品名（型式） 製品形状 特　長 用　途

商品名（型式）

※1 天井等の非構造材の落下に対する安全対策指針・同解説
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形状・用途別一覧表

●ボルトとゴムの一体設計
●小～中荷重の支持が可能

丸型防振ゴム
（R型）

角型防振ゴム
（KA、KB、KE、KGH等）

吊り型防振ゴム
（MSF型）

防振ゴム座
（T型）

ウルトラパッド
（UP）

産業機械全般
変圧器、送風機
冷凍機

産業機器全般
建築音響

配管・天井支持
建築音響

産業機械全般

空調機械

●大小種々をラインナップ、中～大荷重まで支持
●多数の金具形状により設置方法で選択可能

●シングル型で約15Hz以上、ダブル型で約10Hz以
上の振動に有効（MSFタイプ）
●ハンガー組込型も用意

●ボルトより伝達する振動を絶縁
●角型（KGHタイプ）と併用

●コイルスプリングをゴムで覆った複合バネ製品
●高周波数の振動絶縁に効果大
●耐候性に優れた合成ゴムを使用

汎用防振ゴム
・ゴムパッド

●耐震強度は鉛直方向0.5G、水平方向1.0Gを確保
●横揺れ防止に対し、有効に働く

三方向防振ゴム
（MAF）

建築音響

●耐震強度は鉛直方向0.5G、水平方向1.0Gを確保
●ストッパカバーにより、耐候性、耐油性に優れ、
　地震等の衝撃に強い

ストッパ付防振ゴム
（US）

産業機械全般
変圧器、送風機
冷凍機

●本商品のみで荷重を受けるため、変形を予測すること
ができます。
●「準構造天井※１」の遮音対策に有効です。
●水平震度2.2Gの耐震性を有しています。

RESI-CUBE®

（RESI）
建築音響

耐震機能付
防振ゴム

商品名（型式） 製品形状 特　長 用　途

●アンカーボルト無しで床上に簡単設置
●設置後にボルトを締め込むだけで容易にレベル調整が可能
●吸着効果により歩き出しが無い

ELショウマウント®

（EL、ELC）
産業機械全般
射出成型機
プレス機

レベリング機構付
防振ゴム

●空気ばねを使用しており、優れた除振効果
●定盤型、デスク型、卓上型を用意

パッシブ型除振台 半導体製造・検査装置
光学実験台
電子顕微鏡

●電子制御により共振現象が無く広帯域で除振可能
●6自由度の振動制御が可能

アクティブ型除振台
（ユニット）

半導体製造・検査装置
光学実験台
電子顕微鏡

精密除振台 商品名（型式） 製品形状 特　長 用　途

ダクト用防振ゴム
（KE1、KE10）

ステッピングモータ用
防振ゴム
（SPM）

ダクト

OA機器、その他

●ダクト間の継ぎ目に設置し、振動を防止
●軟質ゴム使用で、ダクトの偏心吸収にも有効

●代表的な取付ピッチに合わせた各種の製品を用意
●片側2箇所（対角は90°オフセット）止めで、
　取付工数低減。

密閉式空気ばね
ニューマクッション
（NPC）

産業機器
精密機器、その他

●空気ばねと防振ゴムの特長を持ち、防振ゴムより高減
衰で取り扱いが簡易。

特定用途用
防振ゴム

商品名（型式） 製品形状 特　長 用　途

ELショウマウントはSWCC株式会社の登録商標です。

●ナット内蔵により、ボルトをねじ込むだけで簡単に締結が可
●板穴、深穴に締結可能

クワイタイト®

（Q）
OA機器、その他

軽量機器用
防振ゴム

商品名（型式） 製品形状 特　長 用　途

●振動面に直接貼り付け可能
●難燃性タイプも用意

制振・遮音材
ショウダンプ®

（RZ、R-1）

●振動面に直接塗布、高い制振性能を有し、用途により
厚みを変更可能
●国土交通省、日本海事協会認定品

制振・遮音材
（NH型）

制振材 商品名（型式） 製品形状 特　長 用　途

●小型で軽量
●L型、U型ゴム架台受けにより移動が自在
●耐震強度は鉛直方向0.5G、水平方向1.0Gを確保
●サージレス対応のSMT-S型もあります。

スプリングショウマウント®

（SMT）
空調機械
変圧器
発電機

コイルスプリング
防振材

製品形状 特　長 用　途

スプリングショウマウントはSWCC株式会社の登録商標です。

●防振ゴム設置・スラブ打ち・床浮上の簡単施工
●固有振動数が低く、優れた防振性能・遮音性
●浮床コンクリート養生後、レベリングボルトでの簡単浮上
●設置スペース（高さ）が抑えられ、高い天井が実現

MAFF工法防振ゴム
（ELF）

建築音響
立体駐車場
空調機械室
電気設備室

新型浮床工法
(MAFF工法)

船舶
鉄道
建築
産業機械
照明柱

クワタイトはSWCC株式会社の登録商標です。

ショウダンプはSWCC株式会社の登録商標です。

商品名（型式） 製品形状 特　長 用　途

商品名（型式） 製品形状 特　長 用　途

商品名（型式） 製品形状 特　長 用　途

商品名（型式）

※1 天井等の非構造材の落下に対する安全対策指針・同解説
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防振・除振・制振・免震＆防振・除振効果について
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■防振・除振効果とは
微振動から地震までの各領域の周波数と各々の変位、速度、加速度を示します。振動といっても100万倍
（120dB）以上のレンジをもつことが判ります。

防振・除振効果を表す指標として振動伝達率Trがあります。図の様に、防振対象振動数f と固有振動数fnとの
比が大きいほど効果が高いことが判ります。共振点の  2以上の領域ではじめて効果がでます。
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Tr= 1

1－（　  ）2f
fn

Tr :振動伝達率
 f  :防振対象の振動数（Hz）
fn :防振支持系の固有振動数（Hz）

防振

振動数比  f / f n
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●丸型防振ゴム……防振ゴムとして最も一般的な製品で小荷重～中荷重までに向きます。また固有振動
数は5～18Hzが中心となっています。

●角型防振ゴム……一般的に中～大荷重までの広い範囲をカバーしています。

●防振パッド………ゴム材料を主としたシート状の製品です。ただし、汎用のゴムを使用する場合が多く、
減衰性能は防振ゴムに比べ劣ります。

●スプリング………金属ばねにより、小～中荷重までの範囲をカバーし4Hz以下の低固有振動数の
設計も可能です。

●空気ばね…………空気圧により広範囲の荷重範囲をカバーし、低固有振動数化が図られます。

●防振ゴム…………一般にゴム材料と金具との接着製品による防振材で、固有振動数は5～18Hzが
中心で減衰性能は中位です。

●防振パッド………ゴム材料を主としたシート状の製品です。ただし、汎用のゴムを使用する場合が多く、
減衰性能は防振ゴムに比べ劣ります。

●スプリング………金属ばねで5Hz以下の低固有振動数の設計が多く、減衰性能は小さい。本タイプ
においてサージングも考慮する必要があります。

●空気ばね…………空気圧を利用し低固有振動数化が図れ、オリフィス・減衰装置等により減衰性能は
大きくすることが可能です。

防振材は固有振動数のみならず、減衰性能も個々に異なります。
例えば、固有振動数が3Hz前後の場合「スプリング」「空気ばね」が選定できますが、
減衰性能は個々に異なり、一般に金属スプリングの減衰は小さくなります。
また、一般的な各種防振材の特長は以下となります。

防振材の種類により、荷重と固有振動数の関係が決定されます。
例えば、一支点荷重が1000N前後の場合「空気ばね」「スプリング」「丸型防振ゴム」「防振パッド」
各種選定でき、固有振動数により区別されます。
また、一般的な各種防振材の特長は以下となります。

小
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減
衰
性
能

固有振動数 （Hz）
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空気ばね
（除振台）

防振ゴム
（丸型・角型）

スプリング

防振
パッド

40
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2

1
1×10
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固
有
振
動
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H
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1×102 1×103 1×104 1×105 1×106

空気ばね（除振台）

スプリング（SMT 等）

丸型防振ゴム

防振パッド
（10×10cm相当として）

（R型）

角型防振ゴム
（KA・KB・KE・KGH 等）

荷重による選定 固有振動数による選定
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防振制御対策として、防振ゴム、コイルスプリング等の各種防振材
が実用化されています。

　防振とは、たとえばポンプなど、振動を発生する機器を防振材で支
持し、機器からの振動を設置床に伝達することを防ぐことであり、除
振とは、精密機器などに対し、床振動が伝達されることを防ぐことで
す。
　したがって、防振の場合、機械が発生する振動（比較的高い振動
数）が防振の対象となるのに対し、除振の場合は、一般に、地盤・建物
が有している振動（比較的低い振動数）が除振の対象となります。た
だし特定の加振源により床が振動しており、それが原因となる場合は、
その加振源の振動が対象となります。
　防振・除振効果のイメージは、以下の様に説明することができます。

　図の（a）に示すように、細長いゴムひもで支持された比較的重いお
もり（ゴムひもは相当量伸びている）は、ゴムひもを支えている手を
素早く上下に振っても静止しています。
　これに対し（b）の様に、おもりをゴムブロックで支持した場合と、
（c）の様にゴムひもで軽いおもりを支持した場合（ゴムはほとんと伸
びていない）は、振動（手の動き）はそのまま伝わります。
　また（a）と同じ状態でも、（d）に示した様に手をゆっくり振ると、お
もりは動き出します。
　すなわち振動の伝達には、防振材のばねの強さ、防振材で支持し
ている機器の重量と、発生している振動の振動数が関係しているこ
とがわかります。

2.1 振動の単位

　振動の単位としては、一般に変位（振幅）、速度、加速度のいず
れかが採用されます。これらの間には次の関係が存在します。

　　変位（片振幅）  A=α÷（2πf）2

　　速　度 　　V =A×2πf
　　加速度 　　α=A×（2πf）2

　　A : 片振幅（cm0-p）
　　V : 速度　（cm/sec）
　　α: 加速度 （gal=cm/sec2）

ここで重力加速度1Gは980galであり、1galは1cm/sec2です。

2.2 防振設計（理論）

　防振効果の良否は一般的に振動伝達率で評価されています。
すなわち振動伝達率は、防振材を使用しない基礎に伝達される
F0と使用した場合の基礎に伝達される力Ftとの比で表します。

　したがって、防振設計においては、この振動伝達率を1以下に
するよう防振材の選定を行います。
　図に示すようにある防振支持を1自由度の振動モデルで考え
た場合、機械が発生している加振力によって振動している機械
の運動方程式は、以下で与えられます。（ω=2πf）

（2）式を解いて（1）式の振動伝達率を求めると、以下となります。

で与えられます。（3）式を図化すると次図となり、同図が示すよ
うに振動数比f / fn=ω/ωn> 2になるよう防振材を選定すれ
ば防振効果は期待できます。

m  : 機械質量 （kg）

K  : 防振材のばね定数 （N/mm）

ω  : 機械の角振動数 （rad/sec） 

ωn : 防振材固有角振動数 （rad/sec）

C  : 防振材の粘性減衰係数 （N・sec/cm）

Cc  : 臨界減衰係数 （N・sec/cm）

ζ  : 減衰比 （̶） 

fn  : 防振系固有振動数 （Hz） 

f  : 機械の振動数 （Hz） 

　一般に、防振ゴムの減衰は小さく、不減衰とみてよく、減衰項を0と
おくと振動伝達率は以下の式により求められます。

　ここで、f / fnの関係の概略は下図となります。

　すなわち、振動伝達率は防振すべき振動数と、防振材で支持した系
の固有振動数との比で求まり、この値が 2以上になった場合防振効
果が期待できます。

　防振材で支持された物体は、図に矢印で示すように6つの固有振動
を有します。しかし、一般に防振設計はZ軸方向のみ行なっても問題が
ない場合が多く、またこの方が計算も簡単なので、以下Z軸方向の固有
振動数 fnzの計算式を示します。

Tr =　　 ……………………………………………………（1）Ft
F0

mx+Cx+Kx=F0・sinωt ……………………………………（2）¨ ˙

Tr =　　  =　　　　　　　　　　　　　 　　…………（3）Ft
F0

1＋（2ζ　　　）2ω
ωn

（1－　　　）2 ＋（2ζ　　  ）2ω2 ω
ωn

ω=2πf

ωn=2πfn= K
m

f= ω2π

fn=　　= K
m

ωn
2π

1
2π

fn z= 1
2π

Kd・1000
m

ζ= C
Cc

Cc=2  m・K 

Tr=　　　　=　　　　　　 …………………………………（1）
伝達力
加振力

1

1－ （   　）2f
fn

　　Kd : 防振材のZ軸方向動ばね定数（N/mm）
　　m : 防振材で支持する質量（kg）

振動制御対策（防振・除振の考え方）1 防振材の選定3防振設計の考え方2

防振理論・その他資料
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防振制御対策として、防振ゴム、コイルスプリング等の各種防振材
が実用化されています。

　防振とは、たとえばポンプなど、振動を発生する機器を防振材で支
持し、機器からの振動を設置床に伝達することを防ぐことであり、除
振とは、精密機器などに対し、床振動が伝達されることを防ぐことで
す。
　したがって、防振の場合、機械が発生する振動（比較的高い振動
数）が防振の対象となるのに対し、除振の場合は、一般に、地盤・建物
が有している振動（比較的低い振動数）が除振の対象となります。た
だし特定の加振源により床が振動しており、それが原因となる場合は、
その加振源の振動が対象となります。
　防振・除振効果のイメージは、以下の様に説明することができます。

　図の（a）に示すように、細長いゴムひもで支持された比較的重いお
もり（ゴムひもは相当量伸びている）は、ゴムひもを支えている手を
素早く上下に振っても静止しています。
　これに対し（b）の様に、おもりをゴムブロックで支持した場合と、
（c）の様にゴムひもで軽いおもりを支持した場合（ゴムはほとんと伸
びていない）は、振動（手の動き）はそのまま伝わります。
　また（a）と同じ状態でも、（d）に示した様に手をゆっくり振ると、お
もりは動き出します。
　すなわち振動の伝達には、防振材のばねの強さ、防振材で支持し
ている機器の重量と、発生している振動の振動数が関係しているこ
とがわかります。

2.1 振動の単位

　振動の単位としては、一般に変位（振幅）、速度、加速度のいず
れかが採用されます。これらの間には次の関係が存在します。

　　変位（片振幅）  A=α÷（2πf）2

　　速　度 　　V =A×2πf
　　加速度 　　α=A×（2πf）2

　　A : 片振幅（cm0-p）
　　V : 速度　（cm/sec）
　　α: 加速度 （gal=cm/sec2）

ここで重力加速度1Gは980galであり、1galは1cm/sec2です。

2.2 防振設計（理論）

　防振効果の良否は一般的に振動伝達率で評価されています。
すなわち振動伝達率は、防振材を使用しない基礎に伝達される
F0と使用した場合の基礎に伝達される力Ftとの比で表します。

　したがって、防振設計においては、この振動伝達率を1以下に
するよう防振材の選定を行います。
　図に示すようにある防振支持を1自由度の振動モデルで考え
た場合、機械が発生している加振力によって振動している機械
の運動方程式は、以下で与えられます。（ω=2πf）

（2）式を解いて（1）式の振動伝達率を求めると、以下となります。

で与えられます。（3）式を図化すると次図となり、同図が示すよ
うに振動数比f / fn=ω/ωn> 2になるよう防振材を選定すれ
ば防振効果は期待できます。

m  : 機械質量 （kg）

K  : 防振材のばね定数 （N/mm）

ω  : 機械の角振動数 （rad/sec） 

ωn : 防振材固有角振動数 （rad/sec）

C  : 防振材の粘性減衰係数 （N・sec/cm）

Cc  : 臨界減衰係数 （N・sec/cm）

ζ  : 減衰比 （̶） 

fn  : 防振系固有振動数 （Hz） 

f  : 機械の振動数 （Hz） 

　一般に、防振ゴムの減衰は小さく、不減衰とみてよく、減衰項を0と
おくと振動伝達率は以下の式により求められます。

　ここで、f / fnの関係の概略は下図となります。

　すなわち、振動伝達率は防振すべき振動数と、防振材で支持した系
の固有振動数との比で求まり、この値が 2以上になった場合防振効
果が期待できます。

　防振材で支持された物体は、図に矢印で示すように6つの固有振動
を有します。しかし、一般に防振設計はZ軸方向のみ行なっても問題が
ない場合が多く、またこの方が計算も簡単なので、以下Z軸方向の固有
振動数 fnzの計算式を示します。

Tr =　　 ……………………………………………………（1）Ft
F0

mx+Cx+Kx=F0・sinωt ……………………………………（2）¨ ˙

Tr =　　  =　　　　　　　　　　　　　 　　…………（3）Ft
F0

1＋（2ζ　　　）2ω
ωn

（1－　　　）2 ＋（2ζ　　  ）2ω2 ω
ωn

ω=2πf

ωn=2πfn= K
m

f= ω2π

fn=　　= K
m

ωn
2π

1
2π

fn z= 1
2π

Kd・1000
m

ζ= C
Cc

Cc=2  m・K 

Tr=　　　　=　　　　　　 …………………………………（1）
伝達力
加振力

1

1－ （   　）2f
fn

　　Kd : 防振材のZ軸方向動ばね定数（N/mm）
　　m : 防振材で支持する質量（kg）

振動制御対策（防振・除振の考え方）1 防振材の選定3防振設計の考え方2

防振理論・その他資料
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防振理論・その他資料

　防振装置の選定は、対象とする加振力・加振周波数、防振支持時の
荷重、希望の防振効果（振動伝達率）等から選定・決定されますが、こ
こでは当社の実績に基づく簡易選定表による防振選定の例を示します。
　建物の構造により、柔構造と剛構造に大別しその建屋用途と対象
機械より防振等級を選択します。次に防振等級線図より、対象機械の
振動数と等級から、それに見合う防振材を選定します。

　一例として、高層建屋におけるマンションの上層階に大型送風機
（1500rpm）を設置する場合、建屋構造は柔構造であり、「鉄骨、軽量コ
ンクリートにおける中間、上層階」における「マンション」用途と「大型送
風機」機械との交差する等級は「等級Ⅱ」となり、次に防振等級線図より
1500rpmと「等級Ⅱ」との交点より「金属コイルスプリング」が選定でき
ます。

5.1 ゴム種別の特長

5.2 防振ゴムの動的倍率・ゴムかたさ

　動ばね定数と静ばね定数の比を動的倍率と呼び、ゴムの種別、
配合、かたさ等により異なります。また、この値は、振幅・周波数
等により変化しますが、一般的な防振ゴム材料の動的倍率、ゴ
ムかたさは概略以下となります。

5.3 防振ゴムの減衰特性

　一般に防振ゴムの減衰特性は、力学的損失係数ηで表され、
共振点ではη=2ζ=2C/Ccとなります。主たる防振材とその他
材料のおよその減衰特性を以下に示します。

1）許容荷重は、防振ゴムにかかる静荷重+動荷重の合計が、各防振
ゴムに定められている許容荷重範囲内に入るようにして下さい。
なお、動荷重が不明の場合は、静荷重が許容荷重の70%程度の
範囲で選定することを推奨します。

2）防振ゴムのゴムと金具の間に引張荷重が作用するような取り付
け方法は避けて下さい。

3）防振ゴムには、取り付け時に切傷等つけないようにご注意下さい。
4）ねじれた状態での取り付けも避けて下さい。
5）防振ゴムのゴム表面には、塗料を塗らないようにご注意下さい。
6）防振ゴムの周囲をモルタルで仕上げるときは、ゴム部に達しな
いようご注意下さい。

7）一時的に高温の熱が作用するときは、ぬれ雑巾等にて冷却して下さい。
8）水中、海水にさらされる環境での使用は避けて下さい。
9）定期点検等にて、ゴム接着部の異状、ゴム割れ、金具の腐食等の
異常のなきこと。また、異常が認められる場合は速やかに交換
することを推奨します。

１０）ネジの締付は、以下の締付トルク推奨値を参考にして決定して下さい。

簡易選定例（建築用防振一般）4 ゴム材料5 防振ゴム使用上の注意事項6

単位換算表7

空調機器等を防振支持する場合、簡易的に以下の表にて選定する場合もあります。
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防振理論・その他資料

　防振装置の選定は、対象とする加振力・加振周波数、防振支持時の
荷重、希望の防振効果（振動伝達率）等から選定・決定されますが、こ
こでは当社の実績に基づく簡易選定表による防振選定の例を示します。
　建物の構造により、柔構造と剛構造に大別しその建屋用途と対象
機械より防振等級を選択します。次に防振等級線図より、対象機械の
振動数と等級から、それに見合う防振材を選定します。

　一例として、高層建屋におけるマンションの上層階に大型送風機
（1500rpm）を設置する場合、建屋構造は柔構造であり、「鉄骨、軽量コ
ンクリートにおける中間、上層階」における「マンション」用途と「大型送
風機」機械との交差する等級は「等級Ⅱ」となり、次に防振等級線図より
1500rpmと「等級Ⅱ」との交点より「金属コイルスプリング」が選定でき
ます。

5.1 ゴム種別の特長

5.2 防振ゴムの動的倍率・ゴムかたさ

　動ばね定数と静ばね定数の比を動的倍率と呼び、ゴムの種別、
配合、かたさ等により異なります。また、この値は、振幅・周波数
等により変化しますが、一般的な防振ゴム材料の動的倍率、ゴ
ムかたさは概略以下となります。

5.3 防振ゴムの減衰特性

　一般に防振ゴムの減衰特性は、力学的損失係数ηで表され、
共振点ではη=2ζ=2C/Ccとなります。主たる防振材とその他
材料のおよその減衰特性を以下に示します。

1）許容荷重は、防振ゴムにかかる静荷重+動荷重の合計が、各防振
ゴムに定められている許容荷重範囲内に入るようにして下さい。
なお、動荷重が不明の場合は、静荷重が許容荷重の70%程度の
範囲で選定することを推奨します。

2）防振ゴムのゴムと金具の間に引張荷重が作用するような取り付
け方法は避けて下さい。

3）防振ゴムには、取り付け時に切傷等つけないようにご注意下さい。
4）ねじれた状態での取り付けも避けて下さい。
5）防振ゴムのゴム表面には、塗料を塗らないようにご注意下さい。
6）防振ゴムの周囲をモルタルで仕上げるときは、ゴム部に達しな
いようご注意下さい。

7）一時的に高温の熱が作用するときは、ぬれ雑巾等にて冷却して下さい。
8）水中、海水にさらされる環境での使用は避けて下さい。
9）定期点検等にて、ゴム接着部の異状、ゴム割れ、金具の腐食等の
異常のなきこと。また、異常が認められる場合は速やかに交換
することを推奨します。

１０）ネジの締付は、以下の締付トルク推奨値を参考にして決定して下さい。

簡易選定例（建築用防振一般）4 ゴム材料5 防振ゴム使用上の注意事項6

単位換算表7

空調機器等を防振支持する場合、簡易的に以下の表にて選定する場合もあります。

■防振等級線
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20304070100共
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振
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ム ゴ

ム
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ド
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ム
板

50 
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フ
ェ
ル
ト
、コ
ル
ク

使用温度

金属との接着性

抗張力

伸び

内部粘性

耐クリープ性

耐摩耗性

耐亀裂性

引裂抵抗

　〃  （浸油後）

耐油性（潤滑油）

耐日光・オゾン性

耐老化性

耐熱性

耐寒性

永久ひずみ

加工性

コスト

天然ゴム
（NR）性　質

～60℃

◎

◎

◎

○

◎

◎

○

◎

×

×

△

△

△

◎

◎

◎

中

～80℃

◎

○

◎

◎

△

○

◎

○

△

○

◎

◎

◎

○

○

○

中

ニトリルゴム
（NBR）

クロロ
プレンゴム
（CR）

～80℃

◎

○

◎

◎

△

◎

△

○

◎

◎

○

○

◎

×

○

○

高

ブチルゴム
（IIR）

～80℃

○

△

○

◎

×

△

◎

○

×

×

◎

◎

◎

△

△

○

中

スチレン-
ブタジエンゴム
（SBR）
～70℃

◎

○

○

◎

○

◎

○

△

×

×

△

○

○

○

◎

○

低

シリコーン
ゴム
（Si）
～180℃

×

×

△

○

◎

×

○

×

×

×

◎

◎

◎

◎

◎

○

極高

◎：優、○：良、△：可、×：不適
M6

4.8
（0.49）

M8

12
（1.22）

M10

24
（2.45）

       ネジ径

締付トルク N・m
                 （kgf・m）

M12

42
（4.3）

M16

108
（11）

M20

210
（21.5）

ゴムかたさ
HA

呼び方

約1.1

約1.3

約1.6

動的倍率
Kd / Ks

軟

中軟

硬

ナ

チ

カ

注） Ks：静ばね定数
　　Kd：動ばね定数

42前後

54前後

63前後

0.05～0.15

0.15～0.3

0.25～0.4

0.005

0.004

0.02

0.04

0.025～0.075

0.075～0.15

0.125～0.2

0.0025

0.002

0.01

0.02

6.7～20

3.3～7

2.5～4

200

250

50

25

天然ゴム

クロロプレンゴム

ブチルゴム

コイルスプリング

鋼材

鋳鉄

みかげ石

損失係数
η=2 C/Cc

減衰定数
C/Cc 共振倍率材　質

 N
 N/mm

 MPa
（又はN/mm2）

 N・m
 N/mm

 m/sec2

 cm/sec2

kgf
kgf/mm

kgf/cm2

kgf/mm2

kgf・cm
kgf/cm

G
gal

1kgf=9.8N
1kgf/mm=9.8N/mm

1kgf/cm2=0.098MPa（N/mm2）
1kgf/mm2=9.8MPa（N/mm2）
1kgf・cm=0.098N・m
1kgf/cm=0.98N/mm

1G=9.8m/sec2

1gal=1cm/sec2

力、荷重

ばね定数

強度、応力、圧力

モーメント、トルク

剥離強度、引裂き強さ

加速度

1kgf=9.80665Nであるが、簡便のため9.8を採用します。

換　算従来単位SI単位量

金
属
コ
イ
ル
ス
プ
リ
ン
グ

■推奨される防振等級

×印は設置不適

◎印は別途固体音絶縁を
考慮すること。

機
械
設
置
場
所

建
物
の
構
造

中
間
、上
層
階

鉄
骨
、軽
量
コ
ン
ク
リ
ー
ト
中
間
、上
層
部

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト（
重
コ
ン
）
地
階

建物の用途または
機械室近傍における
部屋の用途

スタジオ、音楽ホールなど
ホテル、マンション
役員室、会議室
レストラン
オフィスビル
デパート
その他
スタジオ、音楽ホールなど
ホテル、マンション、一般住宅
役員室、会議室
学校、レストラン
オフィスビル
デパート
その他
床下水槽
床下地盤

Ⅱ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅴ
Ⅴ

Ⅰ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅰ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅴ

Ⅰ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅳ
Ⅰ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅳ
Ⅴ

×
Ⅰ◎
Ⅰ◎
Ⅰ
Ⅰ
Ⅱ
Ⅱ
×
Ⅰ◎
Ⅰ
Ⅰ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅲ

×
Ⅰ◎
Ⅰ◎
Ⅰ
Ⅰ
Ⅱ
Ⅱ
×
Ⅰ◎
Ⅰ
Ⅰ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅴ
Ⅴ
Ⅴ

Ⅰ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ

機　　　　　械
送風機 ヒートポンプ 空調機 冷却塔

（　　　）チャンバーの
弾性振動
を対象

中 型
♯51/2
以 下

大 型
♯6 
以 上

小 型
♯21/2
以 下

スクリュー
型

レシプロ
型
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